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「中央競技団体による普及・マーケティングの

先進事例形成事業」

事業成果報告

公益社団法人 日本フェンシング協会

アソビュー株式会社

平成31年5月10日
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本事業の概要
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スポーツ庁の公募要領

●事業の趣旨

●事業の内容
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実施の概要
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ビジョン・課題・目指したこと

NFの理念・
ビジョン

事業に至る
課題

目指したこと

太田会長の就任後、競技人口の増加につながるべく様々な施策を検討、
実施してきたが、29年度は410名の協会登録者数増加に留まった。
協会では、競技人口を5万人にすることと財政基盤の安定を目指すこと
を宣言しており、この二つを達成するために本事業に取り組んだ。

フェンシングは世界的に見てもメジャーなスポーツであるにも関わら
ず、国内における競技者数は決して多くない。
競技について、日本国内において一定の認知度はあるが、練習場が全国
でも少なく、未経験者が気軽にフェンシングを体験することが難しい。

フェンシング競技のレジャー化により、未経験者が気軽にフェンシング
を体験できる環境の構築すること
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参考：本事業の対象フェーズとそこでのネック

フェンシングについて、一定の認知度はあるものの、やったことがある人は少ない。

競技を気軽に体験できる場所がなく、ハードルが高い状態である。

知らない 知っている
やったことが

ある
何回かやった
ことがある

定期的にやっ
ている
※競技人口

＜競技人口となるまでのフェーズ＞

そもそも体験
できることを
知らない

高いハードル

＜ネックとなるのは・・・＞

気軽にできる
場所がない

痛そう・危な
そう・怖い

難しくてでき
なさそう
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参考：フェンシング競技の認知度・経験度・体験意向度

アソビュー株式会社の調査では、フェンシング競技について、99%以上の人が認知して
いるものの、経験者は1%以下であることが判明し、体験意向度としては70%以上（30
代までの回答者）にも上ることが明らかとなった。

アソビュー会員516名に対して「フェンシング実態調査」を実施（2019年1月12日～16日実施）

※認知者：「名前は聞いたことがある」以上を回答／理解者：「おおよそのルールを知っている」以上を回答／

体験経験者：「競技をやったことがある」以上を回答 ／ 体験意向あり：「どちらかと言えばやってみたい」以上を回答
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事業で実施したこと

本事業では、体験予約サイト大手のアソビュー株式会社と協働し、未経験者向けのフェ
ンシング体験を構築。気軽に行えるよう各体験教室の申込をインターネット上で可能に
し、体験教室と体験者のマッチングプラットフォームを用意する仕組を形成した。

https://www.asoview.com/base/153817/ https://www.asoview.com/base/153818/
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アソビュー株式会社とは

レジャー・遊び・体験スポットを検索・予約できる日本最大級のレジャー総合情報サイト。

ラフティング や パラグライダー 、 SUP 、 MTB など多数のプラン掲載。

約20,000

プラン

約450

ジャンル

約6,500 +

掲載事業者

約1,500万PV

月間PV

パートナー（レジャー施設・体験事業者）
ゲスト

もっとたくさん

誘客したい！
週末

何しよう？

旅先で

何しよう？

生産性を

向上したい！
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実施の詳細
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事業全体像

フェンシング体験のレジャー化を実施するため、造成→展開→販売・訴求の3つのフェー
ズにて事業を推進した。

フェンシング体験のレジャー化

造成（つくる） 展開（準備する） 販売・訴求（うる）

①体験パッケージの造成
ライト層に向けたフェンシン
グの体験が可能なパッケージ
を新規で造成する。

②パッケージの教室展開
フェンシング体験提供に協力
してくれる教室と交渉し、場
を確保する。

③モニターツアーの実施
実際の利用者となりうる層に
向けて、体験パッケージを提
供。フィードバックをもら
い、内容の磨き上げを行う。

④体験予約サイト『asovie
w!』への掲載
全国20,000件の体験が掲載
されている予約サイトに体験
を掲載する。

⑤記者発表会
本事業の取組結果を、各種メ
ディアを招集して発表を行
う。

⑥リリースイベント
当協会会長太田と試合できる
イベントを実施。

⑦子供向け体験イベント
アスリートが教える初めての
子供向けのイベントを実施。
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①体験パッケージの造成

複数の教室で均質なフェンシング体験を提供するために、ベースとなるパッケージを造
成した。パッケージの中身としては、進行台本・太田会長挨拶動画・指導者向け動画の3
種類を用意し、フェンシング教室が一から気軽なフェンシング体験を提供できるように
した。特に、未経験者が2時間の体験で試合まで楽しめることを意識して造成した。

時間 項目 詳細 ポイント

プランページ ・持ち物は事前にお伝えした方が良い（室内シュー
ズ、ハイソックス、長ズボン、飲み物）
　・肌の露出を防ぐため等、理由も記載すると忘れ
物をする確率が下がる。

・持ち物の案内系が丁寧にできるようになると良い
なと思いました。
　・特に飲み物のアナウンスは「ないと辛いです
よ。もしお持ちでなかったら自動販売機で買った方
がいいですよ」というアナウンスがあると親切。

0:00 ご挨拶 本日はフェンシング体験にお越しいただき、誠にありがとうございます。本日のス

タッフの紹介です。（〜コーチ、〜さんです。）よろしくお願いいたします。

・最初に１日のスケジュールを伝えた方が良い

　・いつまで準備運動なのか、と感じた。

　・大体の目安がないと長いと感じてしまう。

本日の体験の流れ 本日の流れについてご説明いたします。まずはじめに、フェンシングを知っていただ

くための動画（DVD）をご覧いただき、  本日行うエペ種目のルールを説明いたしま

す。

（その後、実際にフェンシングの実践を見ていただきスタートしたいと思います。）

なお、体験中のスマートフォンなどでの写真撮影も可能ですので、ぜひ本日の記念の

一枚を撮影してみてください！

そして「楽しかったな！」と思っていただければ、SNSなどでぜひフェンシングの魅力

を紹介いただけますと嬉しいです！

・最初から「写真を撮るのでスマホを持って来て置

いてください」のアナウンスがあると良い

・大まかな流れを説明するときにそれぞれの時間の

目安が伝えられると良い

施設説明 トイレ、更衣室の場所と数の案内

 シャワーの有無（温浴施設の有無、汗ふきシート提供案内）

・汗拭きシートの販売はポップがあると分かりやす

く利用しやすいのでベター

0:05 太田会長の挨拶

0:06 試合の様子

0:08 フェンシングと

は・・・

0:13 （コーチによる実

演）

動画の中で太田さんも行っておりましたが、フェンシングは礼を必ず行います。フェ

ンシングの用語はすべてフランス語です。

ラッサンブレ・サリュー  （礼！） オンガ （構えて） プレ（用意）アレ（始め）  でス

タートします。

・用語がわかりずらいので、A4の紙で良いのでまと

まっていると良い

0:15 着替え それでは、これからフェンシングのユニフォームに着替えていただきます。

装着する服は ユニフォーム上下、プロテクター、グローブ、靴下の5点です。

どれもフェンシングの安全が保たれるために、ケプロンという防弾チョッキと同じ素

材が使われています。

以下、着用の仕方はその場の流れを見ながら指導する。

まずは、靴下を両膝下までしっかりと上げます。  ユニフォームの下は、下着（または

半ズボンやスパッツ）の上からそのまま履き、履いたら落ちないように肩掛けを調整

します。

プロテクターは利き腕を穴に通し、バンドで固定します。ユニフォームの上とケーブ

ル、利き腕と同じ足を輪っかに通し、利き腕にケーブルの先端を持って利き腕から袖

を通します。

そして最後にグローブを装着します。  このときにファスナーが閉まらない等あれば安

全のため、必ず申し出てください！

・なぜ白い服なのか？のエピソード紹介が欲しい
　・「昔は普通に血が出ていて、血だ出たかをわか
りやすくするため」というエピソードが印象的だっ
たので入れたほうが良い
　・できる限り豆知識は入れた方が良い

0:23 写真撮影 剣の握り方もここでレクチャー（写真付きのペラを用意）

写真撮影（剣とマスクを持って）

汗をかくと思いますので、今のうちに記念撮影をしちゃいましょう！

・積極的に参加者のスマホを預かり撮影しましょう

・なぜ今写真を撮るのかの説明は、参加者に違和感

を感じさせないために必須

0:25 準備運動 ・今何をやっているのかを明確にする

　・トレーニングなのか、実践なのか、これは何を

しているのか、がわからなかった

　・それぞれのアクションに説明があると良い

・準備運動は少し長い印象を受けた

　・早めに剣を持てた方が楽しくて良い

基礎練習 ・剣先の危険性の説明をする

立ち合い稽古 ・参加者の名前を積極的に呼んであげると良い

　・「〇〇さん」って呼んであげると親近感が持て

る

・褒められると嬉しいので積極的に褒めてくださ

い！

1:20 練習試合 試合準備（ケーブルの接続はスタッフで接続）

 改めてルールの説明、

 ・色ランプがついたほうにポイント

 ・同時得点もあり

 ・先に5点先取したほうが勝ち（4:4のときの同時得点はどちらかが単独でとるまで行

う）

 

 ※ 選手同士が剣以外の部分が相手または床についたときはアルト（待て）の合図で仕

切り直しになる。

・試合のイメージが最初は持ちにくい
　・まずは経験者同士でやってもらうなどでイメー
ジを持ってもらう
　・素振りとかがあっても良いのではないか

・怖く感じる人に「安全なんだよ」感を伝えられる
と良い
　・恐怖心が強い人にはプロテクターの装着をすす
める

・積極的に試合中の様子の撮影を促す
　・写真より動画の方が映えるのでベター

・一番最後にまた写真を撮る
　・汗を書いた後もかっこ良い
　・写真撮影はプログラムが締まりやすい

1:45 終了の挨拶 ・クールダウンの時間を取っても良い

　・そのタイミングでいろいろ案内ができるはず

着替え ・口コミ（あそレポ）の投稿促進も最後のこのタイ

ミングであると効果が高い

御礼、教室とあそレポのご案内。（紙を配る場合も口頭で補足）

みなさん、フェンシング体験は楽しんでいただけましたでしょうか？少しでもオリン

ピックスポーツを身近に感じていただく機会になりましたら嬉しいです。

本日の体験で、もっと練習してみたい！とご興味をお持ちの方がいらっしゃいました

ら、毎週〇曜日に教室を開催しておりますので、ぜひお気軽にご連絡ください。

また、ご予約いただいたasoview!のページに、本日の体験の様子を投稿できる「あそレ

ポ」という機能がありますので、ぜひ撮影したお写真とともに感想を投稿してみてく

ださいね！
お疲れ様でした！

終了の挨拶～着替え（1:45～2:00）

ウォーミングアップ～立ち合い稽古（0:25～1:20）

着替え～写真撮影（0:15～0:25）

練習試合（1:20～1:45）

太田動画撮影（挨拶）

フェンシングの動画（太田オリンピック試合）

種目の違い（MoreEnjoyFencing）

フェンシングの歴史（挨拶サリューのくだり）

これからのフェンシング（Visualized）

動画と文章（詳細な進め方は各教室にお任せします）

体験前

動画で概要説明（0:05～0:15）

・動画は、あればプロジェクターや外部接続の大き
めのディスプレイで、なければPCの画面で見せる

　・動画を見ているとき座ってもらうようにした方
が良い
　・「5分くらいの動画になりますので、座って見

て良いですよ」の一言があると、参加者も動画再生
中にどうしていればいいかわかるので良い
　・地べたに座るでも良いと思いますが、椅子を用
意するのがベター

ご挨拶～本日の流れについて（0:00～0:05）

進行台本

太田会長

挨拶動画

指導者

向け動画

造成（つくる） 展開（準備する） 販売・訴求（うる）



CONFIDENTIAL Copyright 2016 ASOVIEW Inc. All rights reserved 
13

②パッケージの教室展開

①のパッケージを使い、実際にフェンシング体験を提供していただける教室を調査。都
内にある下記2つのフェンシング教室に交渉し、協力していただいた。

リッツフェンシングアカデミー

〒130-0014

東京都墨田区亀沢2-10-6 丸越北斎ビル1F

Tel 03-5637-6092

http://ritz-fencing.co.jp/index.html

東京ガーデンフェンシングクラブ

〒182-0021

東京都調布市調布ヶ丘1-34-1 ネクストバトンビル3F

Tel 042-426-2061

https://www.bttnext.com/

造成（つくる） 展開（準備する） 販売・訴求（うる）
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③モニターツアーの実施

①で造成したパッケージの内容を検証し、②で協力していただく教室でスムーズに実施
できるようにするため、実際のメインターゲット層を招いてモニターツアーを実施。体
験後にフィードバックの時間を設け、内容を磨き上げを行った。

リッツフェンシングアカデミー実施時 東京ガーデンフェンシングクラブ実施時

20代の男女6名が体験 20代~30代の男女5名が体験

造成（つくる） 展開（準備する） 販売・訴求（うる）
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④体験予約サイトへの掲載

③で完成した体験パッケージを、体験予約サイトasoview!に掲載。全国の消費者が何時
でもフェンシング体験を探して予約できる状態を構築した。

リッツフェンシングアカデミー 東京ガーデンフェンシングクラブ

https://www.asoview.com/base/153817/ https://www.asoview.com/base/153818/

造成（つくる） 展開（準備する） 販売・訴求（うる）
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⑤記者発表会

本取組について広く周知するため、当協会会長の太田とスポーツ庁の鈴木長官、連携先
のアソビューの山野代表の三者が出席する記者発表会を開催した。

【日時】

2019年1月21日（月） 16:00～17:00 （受付開始15:40）

【会場】

文部科学省東館16階16F3会議室

【出席者】

スポーツ庁 長官 鈴木 大地

公益社団法人 日本フェンシング協会 会長 太田 雄貴

アソビュー株式会社 代表取締役山野 智久

【内容】

・事業説明、本取組の狙い

・レジャー化のポイント、2月実施予定のイベントのご紹介

・質疑応答、3者での写真撮影

当日の様子

造成（つくる） 展開（準備する） 販売・訴求（うる）
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補足：記者発表会に合わせた訴求

記者発表会に合わせて、当協会ではプレスリリースを発出。アソビューでは、体験予約
サイトasoview!上に本取組に関する特設ページをリリースした。

当協会のプレスリリース

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000010.000039246.html

asoview!の特設ページ

https://brand.asoview.com/fencing/

造成（つくる） 展開（準備する） 販売・訴求（うる）
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⑥リリースイベント

本取組をより多くの方に知っていただくために、多くの人が集まる野外でフェンシング
のイベントを開催。太田会長と一般応募者の対決などのコンテンツを用意することでメ
ディアによる拡散がなされるように設計した。

●名称 フェンシングパーク produced by asoview!

●日時 2019年2月7日（木）

●会場 渋谷キャストガーデン

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷1丁目23-21

●主催 公益財団法人日本フェンシング協会（FJE）

アソビュー株式会社

●運営 株式会社ティー・ツー・クリエイティブ

●出演者日本フェンシング協会会長 太田雄貴

DJ ケチャップ

川北 信海 選手（法政大学）

栗栖 怜央 選手（中央大学）

小野 真英 選手（早稲田大学）

村山 健太郎 選手（法政大学）

●内容 太田会長への挑戦イベント

初めてのスマートフェンシング

的付きコーナー

造成（つくる） 展開（準備する） 販売・訴求（うる）
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補足：イベント時のコンテンツ詳細

下記3つのコンテンツを主に実施。合計で70名近くの方にフェンシングの体験をしてい
ただくことができた。

太田会長への
挑戦イベント

初めてのスマート
フェンシング

的付きコーナー

体験予約サイトasoview!にて、太田会長に挑戦できる
特別体験を募集。平日の日中という時間帯にも関わら
ず、約50名の方が応募した。
応募者の中から、志望動機で選考した2名とTBSアナウ
ンサー1名の合計3名が挑戦した。
当日、フェンシングの競技説明からはじまり、基礎動作
や練習試合を経てイベントを実施した。

屋外イベントのため、通行人に手軽にフェンシングを感
じてもらうべくスマートフェンシング（大日本印刷）の
体験コーナーを設置。簡易なベストとウレタンの剣で安
全にフェンシングを楽しんでいただいた。
通りすがりのカップルや外国人観光客など、約20名の
方に体験していただいた。

20の穴が開いている的付きパネルを用意。20秒間でい
くつの的を開けられるかに挑戦する的付きコーナーを設
置した。試合形式ではなくフェンシングに触れられるた
め、道行く人に体験していただくことができた。
女性グループや帰り道の幼稚園児など、約50名の方に
体験していただいた。

造成（つくる） 展開（準備する） 販売・訴求（うる）
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⑦子供向け体験イベント

トップアスリートが直接フェンシングを教えてくれる機会を作ることで、体験するきっ
かけを用意。競技人口となるポテンシャルの高い子供を対象とした体験イベントを2回実
施した。

・タイトル

トップアスリートが教える初めてのフェンシング体験

・アスリート

2/10日：徳南 堅太選手、2/16土：佐藤 希望選手

・日時

2/10日 ＠リッツフェンシングアカデミー

フルーレ、1回子供6人限定

1日2回（午前10：00~12：00午後14：00~16：00）

2/16土 ＠東京ガーデンフェンシングクラブ

エペ、1回親子4組限定

1日2回（午前10：00~12：00午後13：00~15：00）

リッツフェンシングアカデミーの様子

東京ガーデンフェンシングクラブの様子

造成（つくる） 展開（準備する） 販売・訴求（うる）
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定量成果（2019/2/28時点）

体験参加者数

合計：61人（目標60人、達成率102%）

内訳
・モニターツアー：11人
リッツ6人＋ガーデン5人

・体験予約サイトasoview!：16人
リッツ9人＋ガーデン7人（予定含む）

・リリースイベント：3人
・挑戦3人・子供向けイベント：31人
リッツ10人＋ガーデン21人
※両親や兄弟での体験者もいたためアンケート回答数とは一致しない

その他（簡易的な体験者）
リリースイベント時に、スマート約20人＋的付
き約50人にフェンシングを体験頂いた。

・テレビ：2番組
NHK：ニュースウオッチ9（2/7放映）
TBS： S☆1（2/11放映）

・新聞：6紙
スポーツニッポン：2回
東京中日スポーツ：2回
読売新聞：1回
中日新聞：1回

・ウェブ：131ページ
共同通信社・時事通信社・日経新聞・Yahoo!

やスポーツ系メディアなど多数

※その他掲載予定のメディアはいくつかあり

メディア露出数

目標を掲げていた体験提供教室数と体験参加者数については、ほぼ達成に近い結果と
なった。メディアとしてもTVをはじめ新聞やウェブなど多くのメディアに露出できた。

体験提供教室数 2教室（目標2教室、達成率100%）
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総括

＜成果＞

●フェンシング教室での入会前提での体験ではなく、初心者の方が
気軽に楽しめるフェンシング体験を造成。都内2教室で展開し、
体験予約サイト大手のasoview!で簡単に予約可能にした。

●記者発表会やリリースイベントを通して多くの方々にフェンシン
グが体験できるようになったことを認知していただき、一部の方
には実際に体験していただくことができた。

＜今後の課題＞

●競技の普及という観点で重要な一歩となったものの、提供できる
教室数や体験利用者数の観点では伸びしろが大きいため、引き続
き、競技人口5万人に向けて注力していきたい。

●中期的には都内近辺にあるフェンシング教室に体験パッケージを
展開し、より長期的には宮城県・岐阜県などフェンシングが盛ん
な地域で展開していきたい。


